
□第 37 回腎癌研究会プログラム 

 

日 時：平成 21 年 4 月 18 日（土） 17:00～21:00 

※第 97 回日本泌尿器科学会総会 3 日目 

会 場： 岡山コンベンションセンター （1 階 イベントホール-2） 

     ※第 97 回日本泌尿器科学会総会 第 3 会場 

主 題：「腎癌転移巣に対する積極的治療」 

 

           開会挨拶             

（17：00～17：06） 

 

 

           教育講演             

（17：06～17：46） 

「腎癌肺転移に対するラジオ波焼灼術」 

座長：江藤 正俊 （九州大学 泌尿器科） 

演者：金澤 右  （岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科放射線医学） 

 

           Session 1             

〔一般演題〕 （17：46～18：22） 

  座長：野々村 祝夫 （大阪大学 泌尿器科）   

１． 腎細胞癌に伴う肺転移巣に対する Radiofrequency ablation の効果 

曽我 倫久人 （三重大学 泌尿器科） 

２． 腎細胞癌に伴う副腎転移巣に対する RFA の効果 

曽我 倫久人 （三重大学 泌尿器科） 

３． 腎癌副腎転移に対する副腎摘除術に関する検討 

小路   直  （東海大学 泌尿器科） 

４． 九州大学における腎癌副腎転移に対する腹腔鏡下副腎摘除術の臨床検討 

清島 圭二郎 （九州大学 泌尿器科） 

 

 

           Session 2             

〔一般演題〕 （18：22～18：58） 

  座長：宮尾 則臣 （市立室蘭総合病院 泌尿器科） 

５． 腎癌骨転移巣に対する放射線・ゾレドロネート併用療法の治療成績 

木島 敏樹 （癌研有明病院 泌尿器科） 

６． 下肢麻痺をきたした腎癌脊椎転移に対する積極的外科的治療の成績 

鈴木 裕子 （東京女子医科大学 泌尿器科） 



７． 腎癌骨転移に対するラジオ波焼灼と骨セメントの併用療法 

伊藤 敬一 （防衛医科大学校 泌尿器科） 

８． 腎癌術後、21 年の経過の中で出現した多臓器への転移に対し、 

積極的加療を施行中の一例 

小坂 威雄 （慶應大学 泌尿器科） 

 

 

           Session 3             

〔一般演題〕 （18：58～19：34） 

  座長：津島 知靖 （岡山医療センター 泌尿器科） 

９． 分子標的療法時代以前の転移性腎細胞癌に対する治療の検討 

高山 達也 （浜松医科大学 泌尿器科） 

１０． 進行腎細胞癌の治療経験 

中本 貴久 （広島市立安佐市民病院 泌尿器科） 

１１． 名古屋大学における腎癌転移症例に対する積極的治療の検討 

佐々 直人 （名古屋大学 泌尿器科） 

１２． 転移を有する腎癌の予後に対する転移巣切除の意義：CRP kinetics との対比 

齋藤 一隆 （癌研有明病院 泌尿器科） 

 

 

          総会 / 休憩             

（19：34～19：54） 

 

 

           特別講演             

（19：54～20：54） 

「The Role of Locoregional Management of Primary and/or Metastatic Lesions in the era of 

Molecularly Targeted Therapy」 

座長：内藤 誠二 （九州大学 泌尿器科） 

演者：Nicholas J. Vogelzang  

（Executive Vice President for Academic Affairs Nevada Cancer Institute） 

共催：ワイス株式会社 

 

            閉会挨拶            

（20：54～21：00） 


